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研究成果の概要（和文）：盲点補完における盲点の片側あるいは両側の情報の統合過程と脳内基盤を検討した。実験結
果は(1)盲点下側の物体刺激の補完が盲点上側・左側・右側よりも生じやすいことを示した。これは先に行った研究代
表者らが示した盲点の片側を運動する線分における補完の量の下側優位性と同じ傾向を示すので、盲点片側補完は下側
優位といえる。(2) 運動線分が盲点の片側に接する際に補完が生じる条件では生じない条件に比べてガンマ波およびア
ルファ波が後頭葉で有意に増加するという新しい知見が得られた。

研究成果の概要（英文）：I examined integration process and the neural basis of perceptual completion at th
e blind spot. The results of experiments showed that perceptual completion of the disc on lower side of th
e blind spot occurred more frequently than on upper, nasal, or temporal side. The results indicate a lower
 side superiority in perceptual completion of stimuli presented on one side of the blind spot. Moreover, a
lpha and gamma waves increased in occipital lobe when a moving line segment arrived on one side of the bli
nd spot.
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1.研究開始当初の背景 

 

視覚系は網膜（光受容細胞）に入力される

視覚情報をもとに知覚世界を生みだしてい

る。しかしながら、盲点においては先天的か

つ完全に光受容細胞がないために、単眼で観

察する場合には、盲点領域の視覚情報は視覚

系に伝わらない。盲点領域は、視距離 8 メー

トルの位置ではおよそ直径 1 メートルの円

（視角およそ 7 度）の大きさになり、点とは

いえない広大な領域である。しかしながら、

単眼で観察しても、大きな穴や闇が見えるこ

とはなく、違和感はほとんどない。これは視

覚系が盲点周辺の視覚情報を用いて盲点領

域を補完しているからであるといわれてき

た（Ramachandran, 1992）。 

視覚系は盲点を補完する際に外界の構造

を推定して、知覚世界を生みだしているとい

える。これまでの盲点補完の研究は単純な刺

激を観察して補完生起の刺激条件および大

脳の一次視覚野(V1 野)の関与を明らかにし

てきた（蘭ら, 2004; Kawabata, 1982; Komatsu 

et al., 2000; Matsumoto & Komatsu, 2005; 

Ramachandran, 1992）。 

盲点補完のメカニズムはまだあまり明ら

かにされていない。盲点補完のモデルは同型

説をもとにたてたモデル（Komatsu, 2007）の

みであるが、これは盲点の片側あるいは両側

の情報統合を説明できないので、修正する必

要がある。 

 

2.研究の目的 

 

本研究の目的は、盲点補完における盲点の

片側の情報および両側の情報の統合過程と

それらの脳内基盤を検討することであった。 

 

3. 研究の方法 

 

(1)物体の片側補完の異方性を実験心理学的

に検討した。(2)運動線分の片側補完の脳内基

盤を調べるために脳波計を用いて事象関連

電位を測定した。(3)線分の片側補完と両側補

完の脳内基盤の違いを調べるために脳波計

を用いて事象関連電位を測定した。 

 

4. 研究成果 

 

盲点補完における盲点の片側の情報およ

び両側の情報の統合過程と脳内基盤を検討

した結果、次の 3つの知見を得た。(1-1)盲点

の下側に提示された円の補完が上側、左側、

右側よりも生じやすいことを示した。(1-2)盲

点の片側補完は上側、左側、右側よりも下側

優位であることを示唆した。(2)運動線分の片

側補完の脳内基盤を調べるために脳波計を

用いて事象関連電位を調べた結果、運動線分

が盲点の片側に接する際に補完が生じる条

件では生じない条件に比べてガンマ波およ

びアルファ波が後頭葉で有意に増加するこ

とを示した。以下にその詳細を述べる。 

 

(1-1)盲点における物体の片側補完の異方性 

右眼の盲点の上側、下側、左側、右側（片

側）にいくつかの円を提示して、提示され

た（物理的な）円の数よりも多くの円が知

覚されるのかを調べた(図 1参照)。その結果、

盲点の下側に提示された円の補完が上側、

左側、右側よりも生じやすいことを示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．提示した円刺激とありえそうな円の知覚。

点線楕円は盲点境界を示す。3 つの円を提示する

と、4つに知覚される。1つの円が補完されたこと

を示す。 

 

 



(1-2)盲点における片側補完の下側優位性 

研究代表者らが行った運動線分における盲

点片側補完（図 2参照）の長さも(1-1)の物体

片側補完の生じやすさと同様に下側が上側、

左側、右側に比べて長かったことから盲点に

おける片側補完は下側優位であることが示

唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．盲点の下側に接するように運動する線分刺

激。点線は盲点境界を示す。盲点外側にあるテス

ト線分の長さと参考線分の真上に線分がある時の

長さを比較して運動線分の補完の量が測定された

（Araragi, Ito, & Sunaga, 2009, Spatial Vision）。 

(1-1)と(1-2)の研究成果は現在、論文にまとめ

ており、投稿準備中である。 

 

(2)運動線分の片側補完の脳内基盤を調べる

ために脳波計を用いて事象関連電位を調べ

た結果、運動線分が盲点に接する際に片側補

完が生じる条件(補完条件；図 3 参照)では生

じない条件（統制条件）に比べてガンマ波お

よびアルファ波が後頭葉で有意に増加する

ことを示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．運動線分刺激。点線は盲点境界を示す。

補完条件では線分が盲点に接するように移動し、

接したときに補完が生じ、統制条件では線分が盲

点に接しないように外側を移動するため、補完が

生じないと考えられる。 

 

運動線分が参考線分の真上に来た時間か

ら500ミリ秒間の事象関連電位を分析した結

果、ガンマ波(39.1Hz)において補完条件は統

制条件よりも有意に後頭葉で増加した。大脳

第一次視覚野(V1)の真上付近にあたる電極

Oz では、補完条件は統制条件よりも有意に

増加した。アルファ波(9.8Hz)においても、補

完条件は統制条件よりも有意に後頭葉で増

加した。V1の左上付近にあたる電極 O1では、

補完条件は統制条件よりも有意に増加した。 

 

これらの研究成果の一部はすでに 2013 年

日本視覚学会夏季大会および 2013 年の電子

情報通信学会技術研究報告にそれぞれ発表

および掲載された。 

 

 

5. 研究のまとめ 

 

本研究は盲点補完における盲点の片側の

情報および両側の情報の統合過程と脳内基

盤を検討した。盲点の片側補完の下側優位性

と運動線分の片側補完の後頭葉でのガンマ

波およびアルファ波の増加という新しい知

見が得られた。 
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